
令和２年１２月 水産おおいた 第１２４号

　２１日、県漁協香々地支店は、事前予約制の岬ガザミ、タイワ
ンガザミ、マダコの直売会を開催した。コロナ禍で消費が低迷す
るブランド水産物を、市内外の消費者に格安で提供し、消費拡
大に努めた。旬の海の幸を求めて多くの予約が入り、早々と受
付終了となる盛況となった。

連
携
し

、
フ

ィ
レ
加
工
し
た
養

殖
魚
の
都
市
圏
量
販
店
で
の
販

売
を
促
進
し
て
い
る

。

　
こ
の
取
組
は

、
農
林
水
産
省

の

「
地
域
の
創
意
に
よ
る
販
売

促
進
事
業

」
を
利
用

。
コ
ロ
ナ

禍
で
在
庫
が
滞
留
し

、
売
り
上

げ
が
減
少
し
た
養
殖
ブ
リ
や
カ

ン
パ
チ
な
ど
を

、
県
漁
協
の

「
水
産
物
加
工
処
理
施
設

（
米

水
津

）
」
で
フ

ィ
レ
加
工
し

、

商
社
が
得
意
先
量
販
店
に
販
促

す
る
こ
と
に
よ
り

、
将
来
的
な

販
路
の
定
着
を
図
る
も
の

。

　
１
０
月
中
旬
か
ら
１
２
月
中

旬
の
２

ヶ
月
間
に
ブ
リ
１
８
万

尾

、
カ
ン
パ
チ
２
万
尾
な
ど
合

計
２
１
万
尾
の
養
殖
魚
を
取
り

扱
う
計
画

。
原
魚
費

、
拡
販
イ

ベ
ン
ト
費
の
２
分
の
１
が
国
庫

で
支
援
さ
れ
る
こ
と
か
ら

、
格

安
で
の
販
売
が
可
能
と
な
る

。

▽
組
合
員
の
資
金
対
策

　
持
続
化
給
付
金
の
申
請
指
導

や
コ
ロ
ナ
対
策
長
期
資
金
の
融

資
を
実
行
し

、
組
合
員
の
経
営

安
定
に
努
め
て
い
る

。

 
こ
れ
ま
で

、
養
殖
業
や
マ
グ

ロ
漁
業
等
を
営
む
組
合
員
に

、

Ｊ
Ｆ
マ
リ
ン
バ
ン
ク
コ
ロ
ナ
対

策
長
期
資
金
の
５
年
を
１
４
件

１
０
年
を
３
件

、
近
代
化
５
号

資
金
が
４
件
実
行
さ
れ

、
５
億

円
余
り
が
融
資
さ
れ
た

。

　
以
上
の
取
組
に
よ
り

、
組
合

員
へ
の
支
援
策
は
一
定
進
め
ら

れ
て
き
た
が

、
県
漁
協
と
し
て

は
事
務
作
業
の
負
担
が
増
え
る

一
方

、
販
売
事
業
を
中
心
に
収

支
の
悪
化
が
否
め
な
い

。

（
３

面

「
９
月
仮
決
算

」
参
照

）
。

　
こ
の
よ
う
な
中

、
全
漁
連
は

令
和
３
年
度
予
算
で
は
水
産
団

体
へ
の
支
援
を
国
に
要
請
す
る

と
し
て
お
り

、
実
現
を
期
待
し

た
い

。

香々地支店では岬ガザミを直売

ＪＦ大分

発行元

大分県漁協

香
々
地
 
海
の
グ
ル
メ
直
売
会

　
当
日
は

、
活
魚

、
岬
ひ

じ
き

、
岬
ア
オ
サ
等
も
販

売
さ
れ
た
ほ
か

、
購
入
者

に
は

、
岬
ひ
じ
き

、
岬
ひ

じ
き
コ
ロ

ッ
ケ
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
た

。

 

「
岬
ガ
ザ
ミ

」
は
豊
後

高
田
の
香
々
地
の
沖
合
で

獲
れ
る
ワ
タ
リ
ガ
ニ

。
体

は
2
0
セ
ン
チ
前
後
と
大

ぶ
り
で

、
甘
味
が
あ
る
身

が
ぎ

っ
し
り
と
詰
ま
る

。

旬
は
９
月
か
ら
1
2
月

。

　
２
０
１
３
年
に
は

、
県

内
の
水
産
物
で
は

「
関
あ

じ
・
関
さ
ば

」
、

「
豊
後

別
府
湾
ち
り
め
ん

」
に
続

く
４
例
目
と
し
て

、
特
許

庁
の
地
域
団
体
商
標
に
登

録
さ
れ
た

。

特別顧問 山尾政博 氏 講師 平川 摂 氏

若手漁業者らから前向きな意見が出された

　
大
分
県
の
高
野
英
利
水
産
振

興
課
長
の
挨
拶
の
後

、
特
別
顧

問
で
あ
る
中
村
学
園
大
学
短
期

大
学
部
の
山
尾
政
博
特
認
教
授

が
趣
旨
を
説
明
し
た

。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
で
経
済
が
大
打
撃
を
受

け

、
消
費
・
流
通
の
形
態
が
大

き
く
変
わ

っ
た

。
外
食
が
減
少

し
た
一
方

「
す
ご
も
り
消
費

」

で
量
販
店
は
売
り
上
げ
を
伸
ば

し

、
中
食

、
宅
配

、
通
販
は
隆

盛
と
な

っ
た

。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

に
よ
る
消
費
の
消
滅
も
相
ま

っ

て

、
高
級
商
材
の
需
要
が
激
減

し

、
こ
れ
が
量
販
店
の
店
頭
に

ま
で
並
ぶ
状
況
も
見
ら
れ
た

。

「
す
ご
も
り
消
費

」
で
食
品
支

出
は
着
実
に
伸
び

、
水
産
物
に

は
底
堅
い
需
要
が
あ
る

。
生
産

者
・
食
品
加
工
業
者
は
新
た
な

販
売
ル
ー
ト
を
開
拓
し

、
こ
れ

を
支
援
す
る
ネ

ッ
ト
サ
イ
ト
が

増
え
た

。
こ
れ
ま
で
の
常
識
が

常
識
で
な
く
な

っ
て
く
る
中

、

既
存
の
市
場
流
通
と
ど
う
向
き

合
う
か
議
論
し
た
い

。

 
次
い
で

、

「
さ
い
き
・
あ
ま

べ
食
べ
る
通
信

」
の
平
川
摂
編

集
長
が

「
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

情
報
発
信
に
つ
い
て
～
今
だ
か

ら
こ
そ

、
自
分

。
～

」
と
題
し

講
演
し
た

。

 
東
日
本
大
震
災
の
被
災
漁
業

者
の
生
産
物
販
売
支
援
と
し
て

食
べ
物
付
き
情
報
誌

「
食
べ
る

通
信

」
が
創
刊
さ
れ
た

。
そ
の

後

、
故
郷
の
佐
伯
市
に
Ｕ
タ
ー

ン

。
う
ま
い
魚
が
多
い
が

、
課

題
も
含
め
て
情
報
提
供
し
て

、

も

っ
と
知

っ
て

、
食
べ
て
も
ら

う
た
め

「
さ
い
き
版

」
を
創
刊

し
た

。
そ
の
よ
う
な
中

、
コ
ロ

ナ
で
社
会
生
活

、
経
済
活
動
が

一
変

。
外
食
需
要
に
支
え
ら
れ

た
ヒ
ラ
メ
の
出
荷
が
止
ま

っ
た

こ
と
か
ら

、
ネ

ッ
ト
上
の
マ
ル

シ

ェ
に
出
品

。
送
料
無
料
の
国

の
施
策
も
重
な
り

、
好
調
な
売

り
上
げ
を
達
成
し
た

。
こ
れ
か

ら
は
自
ら
売
る
時
代
が
来
る

。

昔
の
魚
屋
さ
ん
が
教
え
て
く
れ

た
事
を

、
生
産
者
が
自
ら
の
言

葉
で
発
信
し
て
ほ
し
い

。

 
講
演
の
後
は
全
員
が
４
班
に

分
か
れ

、
グ
ル
ー
プ
討
論
を
お

こ
な

っ
た

。
参
加
者
の
年
代

、

漁
業
種
類

、
地
域
等
は
様
々
で

あ
る
が

、
そ
れ
ぞ
れ
の
悩
み
や

課
題
を
発
表
し

、
意
見
を
交
わ

し
た

。
新
規
就
業
者
や
漁
業
学

校
生
は
ネ

ッ
ト
の
活
用
に
も
前

向
き
で

、
資
源
管
理
の
重
要
性

に
つ
い
て
も
し

っ
か
り
し
た
意

見
を
持

っ
て
い
た

。

　
県
漁
協
と
し
て
も

、
コ
ロ
ナ

禍
の
水
産
物
の
消
費
・
流
通
形

態
の
変
化
に
対
応
し

、
広
く
生

産
者
が
出
荷
で
き
る
学
校
給
食

へ
の
食
材
提
供
等
に
取
り
組
ん

で
き
た

。
今
後
は
お
さ
か
な
ラ

ン
ド
Ｏ
Ｐ
Ａ
店
を
活
用
し

、
都

市
圏
外
食
受
け
商
材
を
県
内
で

買

っ
て
も
ら
う
仕
組
み
な
ど
を

考
え
て
い
く

。
ネ

ッ
ト
販
売
な

ど
の
知
識
の
あ
る
皆
さ
ん
の
意

見
を
聞
き
参
考
に
し
た
い

。

　
ま
た

、
熱
心
な
若
手
漁
業
者

と
意
見
を
交
換
で
き
る
貴
重
な

機
会
で
あ
り

、
今
後
は
県
漁
協

か
ら
も
本
支
店
を
問
わ
ず

、
実

務
担
当
者
の
出
席
が
必
要
と
痛

感
し
た

。

　
コ
ロ
ナ
に
負
け
る
な
！

　
　
組
合
員
へ
の
支
援
を
推
進

　
コ
ロ
ナ
禍
の
組
合
員
支
援
策

と
し
て

、
ブ
ラ
ン
ド
水
産
物
を

学
校
給
食
に
提
供
し
て
消
費
拡

大
を
図
る
取
組
に
つ
い
て
は
８

月
号

（
１
２
０
号

）
に
紹
介
し

た

。
ま
た

、
購
買
事
業
の
燃
油

価
格
の
値
下
げ
措
置
に
つ
い
て

は
１
０
月
号

（
１
２
２
号

）
に

記
載
し
た

。
こ
の
他
に
も

、
い

く
つ
か
の
支
援
に
取
組
ん
で
い

る
の
で

、
紹
介
す
る

。

▽
休
漁
中
の
漁
業
者
対
策

　
安
岐
小
型
底
び
き
網

、
別
府

湾
及
び
臼
杵
小
型
機
船
底
び
き

網
の
３
つ
の
漁
業
者
グ
ル
ー
プ

は

、
環
境
・
生
態
系
保
全
活
動

と
し
て
海
底
清
掃
な
ど
に
取
り

組
ん
だ

。

　
こ
れ
は
水
産
庁
の

「
資
源
・

漁
場
保
全
緊
急
支
援
事
業

」
を

活
用
し
た
も
の

。
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
る
魚
価
低
迷
や
販
売
不
振
な

ど
で
休
業
を
余
儀
な
く
さ
れ
た

組
合
員
が

、
漁
船
に
よ
る
漁
場

の
耕
う
ん
・
清
掃
等
に
取
り
組

ん
で

、
資
源
の
保
護

、
育
成
を

図

っ
た

。

　
１
０
月
１
日
か
ら
１
１
月
中

旬
ま
で
の
間
に

、
約
９
０
０
０

㌶
を
掃
海

。
豪
雨
等
に
よ
り
陸

域
か
ら
流
入
し
て
堆
積
し
た
ゴ

ミ
や

、
有
害
生
物
等
を
除
去
し

た

。
事
業
費
は
７
千
万
円
余
り

で

、
全
額
国
庫
交
付
金
が
充
て

ら
れ
る

。

▽
養
殖
魚
の
緊
急
販
売
対
策

 
ブ
リ
類
を
主
体
と
す
る
養
殖

生
産
者

、
県
漁
協
及
び
商
社
が

　
恒
例
と
な

っ
た

「
大
分
県
水
産
業
の
発
展
に
向
け

た
意
見
交
換
会

」
が
１
４
日

、
別
府
市
の
ホ
テ
ル
で

開
催
さ
れ
た

。
漁
業
士
を
主
体
に

、
新
規
就
業
者
や

漁
業
学
校
生
も
参
加

。
総
勢
４
３
名
が
コ
ロ
ナ
禍
の

消
費
形
態
の
変
化
を
踏
ま
え

、
今
後
の
水
産
物
流
通

対
策
な
ど
に
つ
い
て
議
論
し
た

。

（１）

県水産業の発展に向け意見交換



令和２年１２月 水産おおいた 第１２４号

 ◎生産・流通構造の将来目指すべき姿を示した成長戦略の策定
 ◎量販店のニーズに対応した周年出荷体制等の構築
 ○首都圏量販店等での集中的な販促活動と販路の拡大
 ○中国企業との連携による輸出拡大
 ○緑色ＬＥＤ養殖モデルの普及によるコスト削減
 ○酸素発生器等を活用した新たな赤潮対策の普及
 ○九州・関西に加え首都圏の量販店向けの販売促進
 ○大分方式の深層式生け簀の実証と底層給餌技術の確立
 ○赤潮初期発生域での次世代カキ養殖の取組拡大
 ○輸出の促進
 ◎新規就業者の負担軽減による担い手確保

 ◎新たな水産物情報発信拠点の活用（おさかなランドＯＰＡ店活用含む）
 ○堅調な量販店需要をキャッチできる高次加工品の開発・拡大

　
法
改
正
に
よ
り

、
知
事
許
可

漁
業
の
許
可
は
大
臣
許
可
漁
業

の
法
規
定
を
準
用
し
て
行
う
こ

と
に
な

っ
た

。
こ
れ
に
伴
い

、

海
面
に
適
用
さ
れ
る
漁
業
調
整

規
則
の
知
事
漁
業
許
可
の
関
係

規
定
を
改
正
後
の
法
に
合
わ
せ

た
も
の
に
整
理
す
る

。

　
そ
の
ほ
か

、
法
改
正
の
趣
旨

に
沿

っ
て
海
面
に
適
用
さ
れ
る

漁
業
調
整
規
則
と
内
水
面
に
適

用
さ
れ
る
内
水
面
漁
業
調
整
規

則
の
一
本
化
な
ど
の
改
正
を
行

う

。

一
海
面
と
内
水
面
に
適
用

　
さ
れ
る
規
則
の
一
本
化

　
海
面
と
内
水
面
に
は
境
界
が

な
い
た
め

、
河
口
付
近
に
お
け

る
漁
業
関
係
法
令
違
反
の
取
締

り
に
当
た
り

、
ど
ち
ら
の
規
則

を
適
用
す
べ
き
か
疑
義
が
生
じ

る
こ
と
が
あ

っ
た

。

　
こ
の
法
改
正
に
よ
り

、
特
定

水
産
動
植
物
の
採
捕
禁
止
・
無

許
可
操
業
の
罰
則
の
引
上
げ
等

罰
則
が
強
化
さ
れ
る
こ
と
を
踏

ま
え

、
適
用
関
係
の
疑
義
の
解

消
を
図
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か

ら

、
両
規
則
を
一
本
化
す
る

。

　
な
お

、
海
面
と
内
水
面
と
で

規
制
す
る
内
容
が
異
な
る
条
文

で
は

、

「
海
面
に
お
い
て

」
又

は

「
内
水
面
に
お
い
て

」
と
個

別
に
適
用
範
囲
を
限
定
す
る

。

二
知
事
許
可
漁
業
の
手
続

　
に
関
す
る
規
定
の
整
理

　
知
事
許
可
漁
業
の
許
可
は

、

大
臣
許
可
漁
業
の
手
続
に
関
す

る
法
規
定
を
準
用
し
て
行
う

。

　
規
則
で
許
可
を
受
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
漁
業
と
許
可
手
続

　
許
可
の
制
限
措
置
と
す
る

　
事
項
を
規
定
す
る
と
と
も

　
に
関
係
規
定
を
整
理

　
漁
業
許
可
を
受
け
た
者
は

、

漁
獲
量
等
を
知
事
に
報
告
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い

。

　
提
出
期
限

・
中
型
ま
き
網
…
毎
月

・
も
じ
ゃ
こ
漁
業
…
漁
業
時
期

　
　
の
終
了
後
１
０
日
以
内

・
そ
の
他
許
可
…
１
年
間
分
の

　
　
月
別
結
果
を
翌
年
の
１
月

　
　
３
１
日
ま
で

三
ぶ
り
稚
魚

（
も
じ

ゃ
こ

）
・

　
う
な
ぎ
稚
魚

（
し
ら
す
う
な

　
ぎ

）
の
採
捕
の
漁
業
許
可
化

　
従
来

、
ぶ
り
稚
魚
・
う
な
ぎ

稚
魚
の
採
捕
は

、
毎
年
の
漁
期

ご
と
に
採
捕
時
期
・
数
量
を
定

め

、
試
験
研
究
等
の
適
用
除
外

の
た
め
の
特
別
採
捕
許
可

(

第

５
０
条

)

に
よ
り
採
捕
を
認
め

て
き
た

。

　
法
改
正
に
よ
り
水
産
資
源
の

保
存
・
管
理
や
密
漁
対
策
を
促

進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
罰

則
が
強
化
さ
れ
た

。

　
ぶ
り
稚
魚
・
う
な
ぎ
稚
魚
に

つ
い
て
は

、
資
源
の
保
存
・
管

理
や
密
漁
対
策
を
一
層
進
め
る

必
要
が
あ
る

。

　
よ

っ
て

、
違
反
に
対
し
て
よ

り
重
い
罰
則
が
適
用
さ
れ
る
漁

業
許
可
化
す
る
こ
と
に
よ
り

、

無
許
可
操
業
等
の
違
反
の
抑
止

を
図
る

。

　四
大
分
海
区
漁
業
調
整
委
員
会

　
漁
業
者
委
員
の
公
選
制
を

　
廃
止

　
定
数
は
１
５
名

。
条
例
に
よ

り
１
０
～
２
０
名
に
で
き
る

。

（
本
県
は
１
５
名

）

　
漁
業
者
委
員
が
過
半
数
以
上

（
本
県
は
漁
業
者
委
員
９
名

、

学
識
経
験
委
員
４
名

、
中
立
委

員
２
名

）
。

　
委
員
は

、
公
募

、
推
薦
を
経

て

、
知
事
が
議
会
の
同
意
を
得

て
任
命
す
る

。

　
準
用
さ
れ
る
大
臣
許
可
漁
業

　
の
法
規
定
と
同
じ
規
定
を
規

　
則
に
置
く

「
大
分
県
漁
業
調
整
規
則

」
改
正

　

漁
業
法
改
正
概
要

　
従
来

、

「
許
可
の
内
容

」
と

呼
ん
で
い
た
次
の
も
の
を
許
可

の

「
制
限
措
置

」
と
定
め
る

。

・
漁
業
種
類

・
許
可
を
す
べ
き
船
舶
等
の
数

　
及
び
船
舶
の
総
ト
ン
数
又
は

　
漁
業
者
の
数

・
推
進
機
関
の
馬
力
数

・
操
業
区
域

・
漁
業
時
期

・
漁
業
を
営
む
者
の
資
格

　
法
で
は

、
定
め
ら
れ
た

「
制

限
措
置

」
と
異
な
る
内
容
で
漁

業
を
営
ん
で
は
な
ら
な
い

。
ま

た

、
制
限
措
置
違
反
の
罰
則
は

３
年
以
下
の
懲
役
又
は
３
０
０

万
円
以
下
の
罰
金
と
な
る

。

　
現
在

、
海
面
規
則
中
に
船
舶

の
総
ト
ン
数
・
推
進
機
関
の
馬

力
数
を
制
限
す
る
規
定
が
あ
る

が

、
法
改
正
後
は

、
許
可
の
制

限
措
置
に
こ
れ
ら
を
定
め
る
こ

と
で
規
制
す
る

。

　
資
源
管
理
状
況
等
の
報
告

　

（
漁
獲
実
績
報
告
の
提
出

）

　
委
員
任
期
は
４
年

の
両
方
を
把
握
で
き
る
よ
う
に

し
て
お
く
た
め

、
規
則
に
も
準

用
さ
れ
る
法
の
許
可
手
続
規
定

と
同
じ
規
定
を
置
く

。

　
許
可
の
有
効
期
間
を
３
年
間

　
か
ら
５
年
間
に
延
ば
す

　
従
来

、
許
可
の
有
効
期
間
は

３
年
で
あ

っ
た
が
法
改
正
に
よ

り
許
可
の
有
効
期
間
を
最
長
５

年
と
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な

っ
た

。

　
現
在

、
漁
業
調
整
上
の
問
題

に
よ
り
３
年
ご
と
に
許
可
の
内

容
を
見
直
す
必
要
に
迫
ら
れ
て

い
る
漁
業
は
な
い
た
め

、
漁
業

経
営
の
安
定
化
に
資
す
る
よ
う

に
許
可
の
有
効
期
間
を
５
年
と

す
る

。

構造改革により産出額４６２億円達成を ～県政推進指針～

 ◎二枚貝、海藻等の無給餌増養殖の推進

消費拡大

　
推
薦
・
応
募
が
あ

っ
た
委
員

候
補
者
に
対
し
て
評
価
委
員
会

に
よ
る
評
価
が
行
わ
れ

、
候
補

者
１
５
名
が
決
定
さ
れ
る

。

　
３
月
の
県
議
会
の
同
意
を
経

て

、
４
月
に
知
事
が
委
員
に
任

命
す
る

。

　　水産業についての具体的な方針
　については、記者会見に先立つ
　１０月２７日、関係団体を集め説明
　が行われた。
　　「養殖業の成長産業化と漁船漁
　業の経営安定」により水産業の構
　造改革をはかり、産出額４６２億円
　を達成するとしている。
　　具体的な取組は上表のとおり。

　
漁
業
者
委
員
９
名
の
候
補
者

を
知
事
に
推
薦
す
る
こ
と
と
し

第
５
回
理
事
会
に
お
い
て
海
区

別
の
人
数
の
割
振
り
に
つ
い
て

決
定
し
た

。
各
海
区
の
推
薦
者

の
選
考
に
つ
い
て
は

、
海
区
漁

業
運
営
委
員
長
会
に
一
任
す
る

こ
と
と
し
た

。

　　大分県は９日、定例知事記者会見において令和３年度の県政推進指針を発表した。
　　「安心・活力・発展」の大分県づくりを基軸として、ＳＤＧｓの理念も踏まえ、大分県版地方創世を力強
　く進めるとしている。県政推進指針の基本的な方向性は次のとおり。

   ○新型コロナウイルス感染症対策を徹底するとともに、社会経済の再活性化を図る。
　 ○頻発・激甚化する自然災害に対し県土強靱化対策も喫緊の課題。
　 ○発展著しい先端技術を地域課題の解決や新産業の育成に活用し、新しい活力の源を見いだす。
　 ○農林水産業を含め、県政のあらゆる分野でデジタル化を迅速に進める。

　
今
後
の
日
程

　
各
海
区
長
か
ら
組
合
長
に
推

薦
の
あ

っ
た
９
名
に
つ
い
て

、

第
６
回
理
事
会
に
諮
り

、
漁
業

者
委
員
の
候
補
者
に
決
定
し

、

知
事
に
推
薦
し
た

。

養
殖
業

ブ
リ

146

ヒ
ラ
メ

17

マ
グ
ロ

50

漁船漁業 143

（２）

区分
目標産出額
（Ｒ５：億円）

具　体　的　な　対　策　（◎は新規）

 ○資源管理の強化と種苗放流の拡大（国東漁業公社の建替整備含む）
 ○地先環境に応じた漁場造成・保全活動

ブリの周年出荷体制に必要な人工種苗 養殖ヒラメの成長を促進させる緑色LED(左) 漁船漁業の担い手を確保

　
委
員
任
期
は
現
行
と
同
じ
く

４
年

。
た
だ
し

、
現
在
の
委
員

任
期
は
令
和
２
年
８
月
ま
で
だ

が

、
３
年
３
月
末
ま
で
延
期

。

　
大
分
県
漁
協
の
方
針



令和２年１２月 水産おおいた 第１２４号

マガキ天然採苗試験を実施しました！

製 氷 冷 凍 53,851 85,196

加 工 16,618 103,545

購 買 273,195

無 線 13

0 0

952

利 用 13,200 27,311

漁 業 自 営

事 業 総 利 益 754,380 1,787,328

水研だより

　“海のミルク”牡蠣の美味しい季節がやってきました。
　県内のマガキ養殖については、杵築市が主産地ですが、近年、
中津市の「ひがた美人」や国東市の「くにさきOYSTER」、佐伯市の
「大入島オイスター」といった新規のカキ生産も始まっています。こう
した中、種苗の安定確保や多様化などの課題に対応するため、大
分県水産研究部北部水産グループでは、3年前から競争的資金
「イノベーション創出強化研究推進事業」に参画し、国の研究機関
等において開発された潮間帯でのマガキ天然採苗技術の有効性
について、杵築市灘手漁港や中津市小祝漁港等の現場海域にお
いて現地実証しています。
　カキの産卵が始まる6～７月に稚貝を付着させるための採苗器を
潮間帯に設置し、9月までに回収することで、1個1個がバラバラの
シングルシード種苗を得ることが出来ます。
　潮間帯は干潮時に直接空気にさらされるため、乾燥や紫外線に
対する耐性の強い、カキのような限られた一部の水産生物しか生
息出来ないため、海中に浸かりっぱなしの状態と比べて採苗器の
汚れ（他の生物の付着等）が少なく、より長い期間の採苗が可能と
なります。また、採苗器にはケアシェル（カキ殻粉末を成形加工した
固形物）やペットボトルなどを用いています。
　今後は、この
技術を県下の
カキ養殖業者
さんに普及し
ていきたいと
考えています。

　
水
産
関
係
親
睦
ゴ
ル
フ
コ
ン

ペ
が
1
4
日

、
臼
杵
カ
ン
ト

リ
ー
ク
ラ
ブ
で
開
催
さ
れ
た

。

参
加
者
は
8
6
名
で

、
う
ち
女

性
が
4
名

。

　
競
技
方
法
は
ダ
ブ
ル
ぺ
リ
ア

方
式

、
打
数
制
限
な
し
で
行
わ

れ
た

。

　
優
勝
は
安
東
将
悟
氏
で
グ
ロ

ス
9
5

、
ネ

ッ
ト
7
1
.
 
0

２
位
は
佐
藤
勝
範
氏
で
Ｇ
8
6

Ｎ
7
1
.
6

、
３
位
は
荻
田
征

男
氏
で
Ｇ
9
2

、
Ｎ
7
2
.
8

大
会
賞

（
4
2
位

）
は
岩
佐
研

二
氏
が
獲
得
し
た

。

込
み
が
著
し
い
な
ど

、
厳
し
い
結
果
で
あ
る

。

ま
た

、
３
月
末
の
決
算
見
込
み
は

、
１
１
月
時

点
で
第
３
波
に
よ
る
感
染
拡
大
が
懸
念
さ
る
な

ど
不
透
明
な
要
素
は
あ
る
が

、
い
ず
れ
に
し
て

も

、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
反
映
し
た
決
算
と
な

る
見
込
み

。

オリンピアンらＯＰＡ店に来店
　
１
５
日

、
地
域
的
な
包
括
的
経
済
連
携

（
Ｒ
Ｃ
Ｅ

Ｐ

）
が
合
意
・
署
名
に
至

っ
た

。

　
合
意
内
容
を
見
る
と

、
日
本
側
の
関
税
に
つ
い
て

水
産
品
の
関
税
撤
廃
率
は

、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
や
日
Ｅ
Ｕ
・
Ｅ

Ｐ
Ａ
よ
り
も
大
幅
に
低
い
水
準
に
抑
制
さ
れ

、
コ
ン

ブ
や
ノ
リ
を
始
め
と
す
る
Ｉ
Ｑ
品
目
に
つ
い
て
は

、

全
て
関
税
削
減
・
撤
廃
か
ら
除
外
と
な

っ
た

。

　
ま
た

、
中
国
へ
の
輸
出
関
税
に
つ
い
て
は

、
ホ
タ

テ
貝
や
ブ
リ
の
関
税
が
段
階
的
に
引
き
下
げ
ら
れ

、

最
終
的
に
関
税
撤
廃
と
な
る

。

　
本
県
の
主
な
輸
出
関
心
品
目
で
あ
る
ブ
リ
は

、
現

在
の
関
税
率
７
％
が
１
１
年
目
又
は
１
６
年
目
に
撤

廃
さ
れ
る

。

　
中
国
市
場
へ
の
輸
出
拡
大
に
つ
い
て
は
県
政
推
進

指
針
に
も
明
記
さ
れ
て
お
り

（
▼
２
面
参
考

）
、
今

後
力
点
を
置
く
べ
き
事
項
と
な
り
そ
う
だ

。

年
に
延
期
と
な

っ
た
東
京
オ
リ

ン
ピ

ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク

に
向
け
た
さ
ら
な
る
機
運
の
醸

成
が
目
標

。

 
コ
ロ
ナ
禍
で
規
模
は
縮
小
さ

れ
た
が

、
参
加
者
は
様
々
な
障

害
者
ス
ポ
ー
ツ
を
体
験
し
た

。

　
車
い
す
ラ
ン
ナ
ー
や
視
覚
障

害
者

、
小
学
生

、
芸
能
人
ら
に

よ
る

「
ノ
ー
マ
ラ
イ
ズ
駅
伝

」

高
橋
尚
子
さ
ん
に
よ
る
陸
上
教

室
な
ど
が
行
わ
れ

、
多
く
の
市

民
で
に
ぎ
わ

っ
た

。

　
県
漁
協
は
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー

シ

ョ
ン
の
実
現
に
向
け
た
取
組

に
賛
同
し
毎
回
協
力
し
て
い
る

こ
と
か
ら

、
今
回
の
訪
問
が
実

現
し
た

。
 
Ｊ
Ｒ
大
分
駅
上
野

の
森
口
広
場
一
帯
を

会
場
に

、
障
害
者
と

健
常
者
が
触
れ
合
う

イ
ベ
ン
ト

「
ス
ポ
ー

ツ
・
オ
ブ
・
ハ
ー
ト

２
０
２
０
ｉ
ｎ
大

分

」
の
キ

ャ
ス
ト
と

し
て
参
加
し
た
人
た

ち
だ

。
大
分
で
は
４

回
目
の
開
催
と
な
る

本
イ
ベ
ン
ト
は

、
来

　７日、シドニー五輪女子マラソン金メダリスト高橋
尚子さん、佐伯市出身の元プロ野球投手川崎憲
次朗さんをはじめ芸能人らが、おさかなランドＯＰＡ
店を訪れるサプライズがあった。

～
ブ
リ
の
中
国
輸
出
関
税
は
段
階
的
撤
廃
へ
～

Ｒ
Ｃ
Ｅ
Ｐ
　
水
産
物
の
合
意
概
要

第
4
2
回

　
水
産
コ
ン
ペ
を
開
催

　優勝した安東将悟氏（左）と
　山本組合長

《大分県水産研究部北部水産グループ》

編
集
後
記

538,776

販 売 134,302 456,210

指 導 162,559 384,290

（左より） 渡邉栄作親方、木村真也研修生、牧淳司研修生、渡辺眞一親方

　
大
分
市
在
住
の
若
者
が

、
佐

賀
関
の
一
本
釣
漁
師
を
目
指
し

１
年
間
の
研
修
に
入
る

。

　
水
産
庁
の
新
規
漁
業
就
業
者

総
合
支
援
事
業
に
よ
る
長
期
研

修
支
援
制
度
を
活
用
す
る

。

　
研
修
生
は
木
村
真
也
さ
ん

（
３
４

）
と
牧
淳
司
さ
ん

（
３

９

）
の
２
人

。
直
接
佐
賀
関
支

店
を
訪
れ
て
５
日
間
の
短
期
研

修
を
受
け
た
こ
と
が
契
機

。
１

０
月
１
７
日
に
福
岡
で
行
わ
れ

た

「
漁
業
就
業
支
援
フ

ェ
ア
２

０
２
０

」
を
通
し
て

、
正
式
な

受
け
入
れ
が
決
ま

っ
た

。

　
１
１
日
に
は
佐
賀
関
支
店
で

親
方
と
な
る
渡
邉
栄
作
さ
ん

、

渡
邉
眞
一
さ
ん
と
の
顔
合
わ
せ

が
行
わ
れ
た

。
こ
れ
か
ら
１
年

間

、
そ
れ
ぞ
れ
の
親
方
の
船
に

乗
り

、
操
船
や
釣
り
の
仕
方
を

学
ぶ
こ
と
に
な
る

。

　
県
内
で
は
こ
れ
ま
で
に
１
７

名
の
研
修
生
を
受
け
入
れ
１
５

名
が
就
業
し
て
お
り

、
現
在
は

香
々
地
で
１
名
が
研
修
中

。
佐

賀
関
の
受
け
入
れ
は
県
内
で
最

も
多
く

、
１
２
名
を
受
け
入
れ

１
０
名
が
独
立
し
て
い
る

。

　
浜
で
研
修
生
を
見
か
け
た
ら

応
援
の
声
を
か
け
て
ほ
し
い

。

特 別 損 益 ▲ 506 ▲ 3,007

税引前当期利益 ▲ 140,000 ▲ 17,164

事 業 外 損 益 40,899 63,919

経 常 利 益 ▲ 139,494 ▲ 14,157

▲ 1,264 6,700

事 業 管 理 費 934,773 1,865,404

第
７
回
理
事
会
開
催

　
２
６
日

、
本
年
度
の
第
７
回

理
事
会
を
開
催
し
た

。
第
１
号

議
案

「
組
合
員
の
異
動
に
つ
い

て

」
、
第
２
号
議
案

「
規
程
類

の
一
部
変
更
に
つ
い
て

」
、
第

３
号
議
案

「
融
資
要
領
の
一
部

改
定
に
つ
い
て

」
、
第
４
号
議

案

「
Ｊ
Ｆ
マ
リ
ン
バ
ン
ク
・
早

期
指
導
先
に
基
づ
く
改
善
計
画

案
に
つ
い
て

」
、
第
５
号
議
案

「
理
事
と
の
融
資
契
約
に
つ
い

て

」
、
第
６
号
議
案

「
不
良
債

権
の
処
理
方
針
に
つ
い
て

」
、
第

７
号
議
案

「
令
和
２
年
度
・
仮

決
算
概
要
に
つ
い
て

」
の
７
議

案
を
上
程
し

、
い
ず
れ
も
承
認

さ
れ
た

。

 
ま
た

、

「
令
和
２
年
度
上
半

期
・
内
部
検
査
実
施
報
告
に
つ

い
て

」
、

「
事
業
実
績
報
告
に

つ
い
て

(

購
買
・
販
売
事
業

)

」

等
に
つ
い
て
報
告
し
た

。

　
９
月
末
時
点
の
仮
決
算
は

、

コ
ロ
ナ
禍
で
販
売
事
業
の
落
ち

区 分 仮決算残高 ３月末見込

関
の
一
本
釣
に
挑
戦

（３）

　
漁
業
士
ら
の
意
見
交
換
会
は
か
ね

て
楽
し
み
に
し
て
い
る
行
事

。
立
場

が
変
わ
り
久
々
に
参
加
し
た

。
前
向

き
な
発
言
が
多
く

、
新
し
い
感
性
に

柔
軟
に
対
応
す
る
必
要
を
感
じ
た

。

　

「
海
の
グ
ル
メ
直
売
会

」
へ
香
々

地
に
足
を
運
ん
だ

。
予
約
購
入
し
た

特
大
の
岬
ガ
ザ
ミ
は
旬
の
絶
品

。
地

元
の
熱
心
な
取
組
に
感
謝
し
た
い

。

　
佐
賀
関
支
店
の
高
瀬
主
任
か
ら
漁

政
課
の
野
田
さ
ん
を
通
じ
て
長
期
研

修
の
情
報
を
い
た
だ
い
た

。
こ
れ
か

ら
一
年

、
二
人
の
若
者
の
健
闘

、
活

躍
を
祈
り
た
い

。

　
県
か
ら
は
時
宜
を
得
た
研
究
情
報

を
提
供
い
た
だ
い
た

。

「
水
研
だ
よ

り

」
は

、
今
後
も
不
定
期
に
は
な
る

が

、
掲
載
し
た
い

。

　
な
お

、
当
方
コ
ロ
ナ
禍
を
言
い
訳

に
ゴ
ル
フ
を
始
め
な
い
の
で

、
水
産

コ
ン
ペ
は
総
務
課
の
松
原
主
任
の
執

筆
と
な
り
ま
し
た

。

　
皆
さ
ん
の
ご
協
力
で
今
回
も
発
行

に
至
り
ま
し
た

。
多
謝

。

事 業 利 益 ▲ 180,393 ▲ 78,076

貸倒引当金

信 用 68,812 141,388

共 済 33,093 42,960


